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はじめに

• 基礎情報

○人口 ８１，５４７人（Ｈ27.4.1現在）

○三河湾の海岸線に沿って東
西に長く、平野を取り巻くように
山地が分布している。

○市内には４つの温泉地、「竹
島」、「ラグーナテンボス」、「蒲
郡みかん」などの観光資源があ
る。

○市内の公共交通機関は、ＪＲ
東海道線、名鉄西尾・蒲郡線、
民間路線バスが運行している。

○高齢化率が県内の市で２番
目に高く、少子高齢、人口減少
が問題となっている。

蒲郡市地域公共交通総合連携計画より



形原地区の概要

○蒲郡の西部に位置する地域

○人口 １５，３３１人（Ｈ27.4.1現在、形原町、金平町、一色町）

○４つの温泉地の中の形原温泉が存在

○６月には、形原温泉あじさいの里であじさい祭りが開
催され、多くの観光客が訪れる

○海沿いの地区の中心部付近には名鉄西尾・蒲郡線、
民間バス路線が運行している

○路線バスの一部廃線に伴い、北部の地域が交通空
白地に

形原地区全体図 あじさい祭の様子



導入の経緯

路線バスの一部廃線＝交通空白地の発生。

 

形原地区として地元地区会長（総代）等からなる「形原地区コミュニ
ティーバス運行検討委員会」を立ち上げ、市へ要望書を提出。

市が平成２６年３月に「蒲郡市地域公共交通総合連携計画」を策定、
モデル地域でのフィーダー路線の構築が記載。

 

・形原地区でモデル事業を実施するため協議組織である「形原地
区公共交通協議会」を立ち上げ、計画策定、利用促進について地
元主体で協議を進めていった。



導入の目的

□ 交通空白地の解消

・空白地と市内、そして買い物や通院のために地域を結ぶ。

□ コミュニティ空間としてのバス

・新しいコミュニティの場の創出。

□ 公共交通機関の利用促進

・外出機会の創出。幅広い世代に利用してもらい、公共交通
への意識を持ってもらう。



導入までの道のり

□運行計画の骨子は全部地元で考える！

・会議運営･･･意思を忘れないように前任者をメンバーに加える

・運行方式は？定時定路線orデマンド方式

・ルート、停留所はどうする？実際に走ってみる

・運賃はやっぱり･･･

・ダイヤはどうする、電車の時間は？

・運行日の設定、小学生にも利用してもらいたい！

□地元老人会・民生委員の定例会議での説明

・会長、副会長、事務局長の３役でそれぞれの定例会議で時間をも
らい、事業の説明を行いました。

・また、主な利用者として想定される高齢者から生の意見をいただき、
計画に反映していくことで使いやすく、使ってもらえるバスを目指しま
した。

会議の様子



ルート設定・バス停の設置

目的地はどこなのか、どの道を地元の人が使うのか、何度も実走
を重ねてルートを検討しました。

またバス停の設置では、地元の総代＝地元の人間がまず話をしに
いくことで住民から理解を得ることができ、スムーズに設置を進める
ことができました。

左：白地図に主要施設、
既存公共交通、ルート
案などを記載して停留
所位置を検討

右：設置された停留所



ルート設定・バス停の設置

決定ルート

公民館

鉄道駅

温浴施設

病院

買い物施設



愛称・シンボルマークの募集

・形原地区支線バスの愛称・シンボルマークを全市的に募集し、
愛称６３件、シンボルマーク４３件の応募がありました。
・協議会で投票を行い、愛称を選定。続いて、この愛称のイメー
ジに合致するシンボルマークを選定しました。

□愛称

「あじさい くるりんバス」

・形原と言えば『形原温泉のあじさいの里』、そのあじさいの優し
いイメージとくるくる回るバスと三河地方の方言”・・りん”を合わ
せ、親しみやすく覚えやすい愛称にしました。

□シンボルマーク

・まちを優しいあじさいであらわし、ぐるっと

まわるルートを三河湾の青で示しています。



出発式

出発式に先立ち、安全
運行祈願を行いました。

地元のキッズチアダンスチームが盛り上げてくれました。

関係者一同でのテープカット



赤い電車との関係

・形原地区として、赤い電車（名鉄西尾・蒲郡線）は非常
に重要な存在です。

・赤い電車応援団として活動もしており、交通空白地か
らの支線だけでなく、形原地区全体として赤い電車の
利用促進の役割も含まれています。

・昨年１２月に形原小学校で開かれた名鉄西尾・蒲郡
線利用促進大会でも、あじさいくるりんバスのＰＲを行
いました。



利用促進

起終点の形原公民館にご意
見箱を設置。

掲示用の時刻表、ルート図を
つくり、各総代が自分の地区の
お店など、利用されそうな施設
に掲示を依頼。

毎月発行され、形原地区の全
戸に配布される「形原公民館だ
より」にバスのコーナーを作って
もらい、毎月の乗車人数を掲載。



利用促進

• 目的となる施設
から最寄のバス
停までの徒歩時
間を乗せ便利表
を形原地区全戸
に配布しました。

• 時間は実際に
歩いて計測しま
した。



事業の効果

・空白地からの利用が多く、当初の目的である空白地
の解消を進めることができた。

・固定客も増えてきており、走ってくれて本当に助かっ
たという声もあった。

・形原でバスが走り始めたということで、他地区へ興味
を持たせることができた。



今後の課題・展開

・走り始めて半年程度であるが、まだ存在を知らない住民
もいる。さらなる周知方法検討。

・小学生等子供の利用が少ないので、もっと利用してもらえ
るような対策。

・ここにも行ってほしいなどの意見もいただいているので、
ルートやバス停、ダイヤの変更などの検討。

・回数券やポイント制などサービス向上、継続して利用して
もらうための施策の検討。

・協賛企業の募集など事業を安定化させるための施策の
検討。



取り組んでいくための思い

行政にお願いされてやるのではない。

自分たちの“まち”は自分たちでつくる。

自分たちでやっていると、気になる。

それこそが成功につながっていくと思う。



ご清聴ありがとうございました。


